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講義の計画

６月５日（月）

１０：３０－１２：００：自己組織化臨界現象とは （パワーポイント）

（以下講義は黒板で行います。）

１３：００－１４：３０：アーベル的砂山崩しモデル（ＡＳＭ）の定義

６月６日（火）

１０：３０－１２：００：再帰的配置と定常分布

１３：００－１４：３０：再帰的配置の総数

１５：００－１６：３０：講演会「量子ウォークの特異な拡散現象」

（パワーポイント）

６月７日（水）

１０：３０－１２：００：禁止部分配置と許容配置

なだれの伝播関数

１３：００－１４：３０：２次元正方格子上のＡＳＭ



§１．１ 森林生態系とイジング模型
Neotropical forest

in Baro Colorado Island, Panama

50 ヘクタール（500 m × 1000 m ) の熱帯季節林
Deta: S.P. Hubbell and R. B. Foster, 1986 年発表

小調査区（5 m × 5 m）に分割

Canopy-gap （林冠ギャップ）サイト ＝ 最高樹高 ＜ 20 m の小調査区のこと





小川森林保護区（日本）

555 m × 455 m
小調査区 5 m × 5 m

航空写真からデータ化
５年毎に調査
１９７６年
１９８１年
１９８６年
１９９１年
田中氏、中静氏
京都大学、森林総研

林冠ギャップサイト
＝最高樹高 < 15 m





林冠ギャップのかたまり（クラスター、cluster) のサイズ Sの分布
両対数グラフでほぼ一直線









Rechard Sole′らの2000年発行の本
（サンタフェ 複雑系研究所、バルセロナ大）















E ＝エネルギー、Ｔ＝絶対温度、Ｓ＝エントロピーと
F = E – T S 

熱力学（統計力学）の大法則 したとき

「自由エネルギー最小の原理」







新たな疑問

なぜ森林は相転移点に近い状態を維持しているのか？

自己組織化臨界現象

Self-Organized Criticality (SOC)
の一例
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